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私
が
、
大
村
晴
雄
先
生
の
「
日
本
基
督
教
史
」
の
講
義
に
列
し
た
の
は
、
一
九
八
三
年
の
秋
、
東
京
基
督
神
学
校
第
二
年
次
の
集
中
講
義
で
あ
っ
た
。
近
世
哲
学
史
を
専
門
と
さ
れ
る
先
生
は
、
こ
の
講
義
を
「
良
い
意
味
で
片
手
間
に
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
た
が
、「
公
会
主
義
」
を
め
ぐ
っ
て
丹
念
に
資
料
を
読
ん
で
行
く
講
義
は
、
精
緻
に
し
て
巨
視
的
、
ず
し
り
と
重
い
課
題
を
示
さ
れ
た
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
年
度
に
よ
っ
て
、
組
合
教
会
の
朝
鮮
伝
道
に
比
重
が
お
か
れ
た
り
、
聖
公
会
か
ら
の
視
点
が
加
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
多
く
の
卒
業
生
と
共
に
感
謝
し
て
い
る
。
共
立
女
子
神
学
校
・
聖
書
神
学
舎
（
聖
書
宣
教
会
）・
日
本
基
督
神
学
校
（
東
京
基
督
神
学
校
）
で
の
講
義
、
三
十
年
の
蓄
積
が
一
三
○
頁
に
集
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
内
容
は
重
厚
で
あ
る
。「
小
史
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、「
良
い
意
味
で
片
手
間
に
」
と
微
笑
ん
で
お
ら
れ
る
先
生
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
あ
る
が
、
通
史
で
は
な
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
事
項
も
多
い
と
は
い
え
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
徹
な
主
張
を
持
つ
本
書
は
、
個
性
あ
る
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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〔
書
　
　
評
〕大
村
晴
雄
著
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
小
史
』
山
　
　
口
　
　
陽
　
　
一
時
代
区
分
を
め
ぐ
っ
て
（
序
説
）
時
代
区
分
は
、
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
を
如
実
に
反
映
す
る
。
こ
の
時
代
区
分
に
お
い
て
本
書
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
序
説
に
お
け
る
そ
の
区
分
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
盧
　
一
八
五
九
年
〜
一
八
七
二
年
（
十
三
年
間
）
宣
教
師
の
活
動
し
か
な
か
っ
た
時
期
盪
　
一
八
七
二
年
〜
一
八
九
○
年
（
十
八
年
間
）
戦
前
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
基
本
姿
勢
が
整
っ
た
時
期
蘯
　
一
八
九
○
年
〜
一
九
四
五
年
（
五
十
五
年
間
）
発
展
の
時
期
著
者
は
、
盪
の
時
期
を
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
志
向
す
る
歴
史
理
念
が
明
ら
か
に
な
る
最
も
重
要
な
時
期
と
す
る
。
比
較
の
た
め
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
の
代
表
的
な
時
代
区
分
で
あ
る
大
内
三
郎
氏
の
そ
れ
を
見
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。盧
　
一
八
五
九
年
〜
一
八
八
一
年
（
二
十
二
年
間
）
キ
リ
ス
ト
教
の
移
入
期
盪
　
一
八
八
一
年
〜
一
九
一
二
年
（
三
十
一
年
間
）
教
会
の
生
成
期
（
明
治
期
）
蘯
　
一
九
○
八
年
〜
一
九
三
二
年
（
二
十
四
年
間
）
教
会
の
発
展
期
（
大
正
期
）
盻
　
一
九
三
一
年
〜
一
九
四
五
年
（
十
四
年
間
）
教
会
の
困
厄
期
（「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
」『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
一
九
七
○
年
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
）
こ
の
比
較
か
ら
、
著
者
が
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
特
質
の
形
成
を
非
常
に
早
い
時
期
、
即
ち
一
八
九
○
年
代
の
天
皇
制
国
家
体
制
の
確
立
期
（
小
崎
弘
道
に
よ
れ
ば
「
信
仰
試
煉
期
」）
以
前
に
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
志
向
す
る
歴
史
理
念
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
か
ら
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
論
争
に
至
る
国
家
主
義
の
確
立
、
お
よ
び
新
神
学
の
影
響
以
前
の
日
本
基
督
公
会
に
お
い
て
す
で
に
明
ら
か
と
見
る
わ
け
で
あ
る
。
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ま
た
、
一
八
九
○
年
〜
一
九
四
五
年
を
一
括
し
て
「
発
展
の
時
期
」
と
捉
え
る
の
も
定
説
破
り
と
言
え
よ
う
。
大
内
氏
が
「
生
成
・
発
展
・
困
厄
」
を
見
る
時
期
を
、
本
書
は
一
括
し
て
「
発
展
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
曰
く
「
こ
の
半
世
紀
間
を
さ
ら
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
時
代
特
質
は
見
い
だ
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
こ
の
五
十
五
年
を
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
連
続
的
上
昇
発
展
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
こ
れ
が
日
本
国
家
の
連
続
的
上
昇
発
展
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
は
「
深
い
暗
示
を
与
え
る
」
と
し
て
い
る
（
五
〜
六
頁
）。
こ
こ
で
「
発
展
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
内
氏
の
「
発
展
」
は
「
生
成
」「
困
厄
」
と
は
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
発
展
」
で
あ
り
、
誰
の
目
に
も
妥
当
と
見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
区
分
に
対
し
澤
正
彦
氏
が
、
あ
る
い
は
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
者
が
投
げ
掛
け
た
疑
念
は
深
刻
で
あ
る
。
澤
氏
は
韓
国
に
お
け
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
講
義
を
通
し
、
一
九
一
○
年
の
日
韓
併
合
以
降
韓
国
教
会
が
味
わ
っ
た
苦
悩
の
歴
史
を
思
う
と
き
、
そ
れ
と
重
な
る
こ
の
時
期
を
日
本
の
教
会
の
「
発
展
」
と
す
る
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
と
し
た
（『
ソ
ウ
ル
か
ら
の
手
紙
』
一
九
八
四
年
、
草
風
館
、
一
八
頁
）。
こ
の
点
は
、
ア
ジ
ア
の
中
で
の
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
再
考
が
目
指
さ
れ
る
現
在
、
時
代
区
分
に
お
い
て
も
乗
り
越
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
九
○
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
を
、
日
本
の
国
家
と
軌
を
一
に
し
た
教
会
の
連
続
的
上
昇
「
発
展
」
と
観
る
と
き
、
初
め
か
ら
問
題
含
み
な
「
発
展
」
と
し
て
、
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
本
書
が
こ
の
「
発
展
」
期
を
主
に
扱
う
の
は
、
日
本
の
朝
鮮
侵
略
の
お
先
棒
を
担
い
だ
組
合
教
会
の
朝
鮮
伝
道
を
論
じ
る
、
第
四
章
「
海
外
伝
道
」
な
の
で
あ
る
。
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日
本
基
督
公
会
か
ら
日
本
基
督
教
団
ま
で
（
第
一
章
〜
第
四
章
）
第
一
章
「
開
国
と
宣
教
師
の
渡
来
」
日
本
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
横
浜
の
日
本
基
督
公
会
で
あ
る
と
か
な
り
容
易
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
日
本
人
を
信
徒
と
す
る
教
会
は
横
浜
が
最
初
な
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
「
教
会
成
員
の
国
籍
が
創
立
の
先
後
を
条
件
づ
け
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
一
八
六
○
年
長
崎
に
創
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
聖
公
会
の
教
会
が
最
初
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
も
「
公
会
主
義
」
史
観
是
正
の
一
端
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
洋
学
と
し
て
受
容
さ
れ
、
初
代
宣
教
師
は
こ
の
方
面
で
多
大
な
業
績
を
残
し
た
が
、「
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
洋
学
に
本
来
の
技
術
的
性
格
」
で
あ
る
と
し
、
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
受
容
の
根
底
に
横
た
わ
る
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
「
日
本
基
督
公
会
」
日
本
基
督
公
会
に
対
す
る
著
者
の
評
価
は
従
前
か
ら
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。「
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
」（『
近
代
日
本
思
想
史
』
第
二
巻
　
一
九
五
六
年
　
青
木
書
店
）
と
比
較
し
て
、
今
回
は
「
公
会
」
の
用
語
を
め
ぐ
り
、
聖
公
会
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
が
目
に
つ
い
た
。
興
味
深
く
蓋
然
性
は
高
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
推
測
の
域
を
出
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
日
本
基
督
公
会
は
、
つ
き
つ
め
て
行
く
な
ら
、『
外
国
』
と
『
宣
教
師
』
と
『
教
派
』
に
は
か
か
わ
ら
ぬ
教
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」（
四
七
頁
）
が
、
こ
の
章
の
結
論
。
第
三
章
「
教
会
合
同
問
題
」
一
八
七
三
年
の
高
札
撤
去
に
よ
り
、
教
派
主
義
へ
の
傾
向
が
強
ま
り
「
公
会
主
義
」
は
破
綻
す
る
。
一
致
教
会
と
組
合
教
会
の
合
同
案
も
不
調
に
終
わ
り
、
一
致
教
会
は
簡
易
信
条
の
日
本
基
督
教
会
と
な
る
。「
日
本
の
基
督
教
は
当
初
よ
り
已
に
日
本
的
の
精
神
を
以
て
充
さ
れ
」
て
い
た
と
す
る
植
村
正
久
は
、
一
致
教
会
の
教
派
信
条
主
義
か
ら
の
脱
却
を
、「
独
立
寛
宏
な
る
日
本
108
精
神
」
に
か
な
っ
た
も
の
と
し
て
歓
迎
し
た
。
著
者
は
こ
れ
を
「
安
易
、
性
急
な
日
本
的
自
負
」
と
呼
び
、
戦
前
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
と
見
て
い
る
（
六
四
頁
）。
と
も
か
く
も
日
本
基
督
教
会
の
成
立
は
、
教
派
と
無
教
派
、
外
国
と
日
本
を
め
ぐ
る
攻
防
の
ぎ
り
ぎ
り
の
決
着
で
あ
り
、
教
会
合
同
問
題
は
、
こ
の
時
点
で
よ
り
以
上
の
展
開
を
望
み
得
な
い
終
局
に
到
達
し
た
と
い
う
の
は
冷
厳
な
事
実
認
識
で
あ
る
。
第
四
章
「
海
外
伝
道
」
著
者
は
「
朝
鮮
民
族
の
精
神
的
征
服
」
を
め
ざ
す
組
合
教
会
の
朝
鮮
伝
道
に
、「
外
国
宣
教
師
と
関
係
な
き
キ
リ
ス
ト
教
」
が
ど
ん
底
ま
で
堕
落
し
て
日
本
国
家
の
御
用
宗
教
と
な
り
果
て
た
姿
を
検
証
す
る
。
歴
史
記
述
そ
の
も
の
は
松
尾
尊
b
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
重
大
な
の
は
朝
鮮
伝
道
を
支
え
た
神
学
の
理
解
で
あ
る
。
著
者
は
、
渡
瀬
常
吉
の
『
日
本
神
学
の
提
唱
』
に
お
い
て
顕
著
な
比
定
（
ア
レ
ゴ
リ
）
的
思
考
が
、
植
村
に
も
歴
然
と
し
て
あ
る
と
し
、「
こ
れ
は
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
先
天
的
日
本
主
義
の
実
体
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
量
す
る
。「
比
定
」
は
横
井
小
楠
の
実
学
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
間
に
も
働
き
、
熊
本
バ
ン
ド
の
「
国
家
に
奉
仕
す
る
キ
リ
ス
ト
教
」
を
生
み
出
し
、
組
合
教
会
の
朝
鮮
伝
道
に
行
き
着
く
。
そ
し
て
、
こ
の
道
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
と
し
て
の
日
本
基
督
教
団
は
、
最
大
規
模
に
お
い
て
、「
公
会
主
義
」
を
実
現
し
た
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
上
毛
教
界
月
報
』
は
安
中
教
会
の
機
関
誌
（
七
四
頁
）
で
は
な
い
。
柏
木
義
円
の
個
人
誌
的
色
彩
が
強
い
が
、
上
毛
教
界
月
報
社
発
行
。
し
い
て
い
え
ば
両
毛
地
区
組
合
教
会
の
機
関
誌
的
役
割
を
果
た
し
た
。
柏
木
が
組
合
教
会
の
朝
鮮
伝
道
に
反
対
す
る
思
想
的
背
景
の
理
解
と
そ
の
評
価
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
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基
督
教
未
成
品
観
と
堅
固
な
ら
ざ
る
聖
書
観
（
五
章
）
「
戦
前
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
の
主
流
を
な
し
て
い
た
の
は
基
督
教
未
成
品
観
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
い
た
っ
て
堅
固
な
ら
ざ
る
聖
書
観
が
随
伴
し
て
い
た
。
戦
前
の
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
、
国
家
権
力
に
対
し
、
全
体
と
し
て
は
常
に
協
力
追
従
の
姿
勢
を
と
っ
た
の
も
、
背
後
に
こ
の
よ
う
な
思
想
が
控
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
日
本
基
督
教
会
の
成
立
、
組
合
教
会
の
朝
鮮
伝
道
、
日
本
基
督
教
団
の
結
成
、
み
な
基
督
教
未
成
品
観
の
な
せ
る
わ
ざ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
一
二
八
頁
）
こ
こ
に
本
書
の
主
張
は
集
約
さ
れ
て
い
る
。「
未
成
品
」
は
植
村
正
久
の
言
葉
で
あ
る
。
植
村
は
欧
米
の
教
派
を
既
成
品
と
は
見
ず
、
む
し
ろ
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
進
歩
展
開
は
無
尽
蔵
」
と
確
信
す
る
「
公
会
主
義
」
者
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ト
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
初
代
宣
教
師
た
ち
が
「
公
会
主
義
」
を
支
持
し
た
の
は
、「
日
本
の
教
会
が
一
旦
簡
易
明
白
に
陳
述
せ
ら
れ
た
る
大
綱
領
の
上
に
建
設
せ
ら
る
ゝ
と
き
は
、
必
ず
他
の
諸
国
に
於
け
る
歴
史
的
教
会
の
な
せ
る
如
く
、
自
ら
進
ん
で
聖
書
の
中
よ
り
十
分
な
る
又
満
足
す
可
き
信
条
を
開
発
し
、
随
意
之
を
採
用
す
る
に
至
る
可
し
と
確
信
」
し
た
か
ら
だ
と
い
う
（
一
二
九
頁
）。
こ
の
「
公
会
主
義
」
を
め
ぐ
る
宣
教
師
と
日
本
人
信
徒
の
理
解
の
相
違
も
、
著
者
が
か
ね
て
か
ら
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（「
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
」）。
結
果
と
し
て
ト
ム
ソ
ン
の
確
信
は
は
ず
れ
た
。
簡
易
信
条
で
出
発
し
た
教
会
が
内
的
に
歴
史
の
な
か
に
深
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
戦
前
の
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
主
流
が
歴
史
的
教
会
を
目
指
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
。
歴
史
的
教
会
に
か
え
て
日
本
的
教
会
を
目
指
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」（
一
三
○
頁
）
と
い
う
著
者
の
指
摘
は
、
す
る
ど
く
的
を
射
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
主
流
に
あ
き
た
ら
ず
、
異
な
る
道
を
歩
ん
だ
教
会
が
日
本
聖
公
会
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
確
か
に
日
本
基
督
教
団
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
聖
公
会
の
教
会
性
は
特
筆
に
値
す
る
。
し
か
し
、
英
国
国
教
会
の
国
家
と
の
親
密
観
、
国
民
教
会
と
し
て
の
自
覚
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
天
皇
制
国
家
に
重
ね
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
覚
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
110
の
意
味
で
言
え
ば
聖
公
会
と
い
う
歴
史
的
教
会
も
ま
た
日
本
に
埋
没
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
主
流
の
「
堅
固
な
ら
ざ
る
聖
書
観
」
に
つ
い
て
は
、
内
村
鑑
三
が
別
の
道
を
示
し
た
と
す
る
。
著
者
は
ま
ず
植
村
に
つ
い
て
言
う
。「
基
督
教
未
成
品
観
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
、
厖
大
な
規
模
を
も
つ
総
合
の
体
系
が
姿
を
あ
ら
わ
す
」（
一
一
五
頁
）。「
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
形
態
と
し
て
は
、
十
三
世
紀
西
欧
に
典
型
を
見
い
だ
す
ス
コ
ラ
的
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
観
と
同
一
で
あ
る
」（
一
一
六
頁
）。「
諸
宗
教
諸
哲
学
思
想
の
キ
リ
ス
ト
教
的
綜
合
を
意
図
す
る
な
ら
、
植
村
が
比
定
的
ア
レ
ゴ
リ
的
思
考
に
馴
じ
む
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
」（
一
一
七
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
内
村
の
場
合
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
方
法
的
立
場
が
明
確
で
あ
る
と
絶
賛
さ
れ
る
。「『
近
代
』
な
る
者
は
ル
ー
テ
ル
の
聖
書
研
究
を
以
て
始
ま
っ
た
」
と
言
う
内
村
に
、
著
者
は
「
植
村
の
、
独
立
寛
宏
、
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
わ
か
ら
ぬ
綜
合
の
体
系
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
」
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
内
村
の
聖
書
観
は
「
一
言
一
句
誤
謬
な
き
神
の
言
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
植
村
の
そ
れ
は
主
観
主
義
で
あ
り
、
こ
の
違
い
が
内
村
を
し
て
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
掘
り
下
げ
」
に
向
か
わ
せ
た
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
観
点
か
ら
の
内
村
評
価
、
お
よ
び
植
村
批
判
は
、
内
村
と
同
様
に
、
素
朴
な
聖
書
主
義
に
立
つ
福
音
派
諸
教
会
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思
う
。
但
し
、
聖
書
の
み
に
立
脚
し
た
内
村
の
強
さ
は
、
ま
た
同
時
に
歴
史
的
教
会
形
成
に
お
け
る
弱
さ
で
も
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
本
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
福
音
派
の
歴
史
記
述
は
、
戦
前
に
純
福
音
派
と
い
わ
れ
た
諸
教
会
の
歴
史
を
、
主
流
を
中
心
と
し
た
教
会
史
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
い
う
課
題
を
今
後
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
も
、
本
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
」
理
解
の
筋
道
は
、
心
強
い
道
標
で
あ
り
続
け
る
に
違
い
な
い
。
（
歴
史
神
学
・
講
師
）
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